
あ
る
日
の
図
書
館
風
景

土
佐
中
・
高
等
学
校
図
書
部
長

門
田
美
和
（
38
回
生
）

10
月
27
日
（
金
）
3
時
限
目

1
年
E
組

閲
覧
室
い
っ
ぱ
い
に
、
49
名
の

男
子
女
子
が
仲
良
し
同
士
で
す
わ
っ

て
い
る
。
静
寂
|
|
集
中
し
て
各
々

読
書
し
て
い
る
。
一
言
も
話
し
声

は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

森
本
教
頭
が
「
中
2
集
団
研
修
」

引
率
の
た
め
、
「
自
習
」
と
な
っ

た
こ
の
時
間
、
「
監
督
」
と
な
っ

た
私
は
、
「
筆
記
用
具
、
自
習
道

具
を
持
っ
て
来
る
よ
う
に
」
と
指

示
。
ま
ず
は
、
課
題
の
英
作
の
プ

リ
ン
ト
を
配
布
。
「
提
出
終
了
後

は
、
好
き
な
本
を
読
ん
で
い
い
で

す
よ
。
」
の
一
言
で
、
い
っ
せ
い

に
プ
リ
ン
ト
に
と
り
か
か
る
。
20

分
も
す
れ
ば
大
半
の
生
徒
は
終
了
。

30
分
後
に
は
、
3
人
の
女
子
だ
け

が
プ
リ
ン
ト
に
む
か
っ
て
い
る
。

35
分
経
過
。
一
周
し
て
み
る
。

教
科
の
勉
強
し
て
い
る
女
子
2
名
。

雑
誌
コ
ー
ナ
ー
（
25
種
あ
り
）
の

前
に
は
男
子
5
名
。
マ
ン
ガ
コ
ー

ナ
ー
（
手
塚
治
虫
全
集
等
）
に
男

子
5
名
が
床
に
す
わ
り
こ
ん
で
い

る
。
そ
の
他
各
々
、
好
き
な
本
を

手
に
取
り
没
頭
し
て
い
る
。
心
を

耕
す
|
|
こ
ん
な
時
間
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
、
ま
た
、
か
み
し

め
る
。
「
朝
の
10
分
間
読
書
」
が

で
き
な
く
て
も
、
こ
う
い
う
時
を
、

こ
の
学
校
で
も
持
た
せ
た
い
も
の

だ
|
|
と
考
え
て
い
る
と
、
1
人

の
女
子
生
徒
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前

に
立
っ
て
い
る
。
「
利
用
者
カ
ー

ド
」
と
、
本
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
と
る
。
ピ
ッ
ピ

と
い
う
音
だ
け
が
、
閲
覧
室
に
響

き
わ
た
る
。
彼
女
は
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ

ウ
ス
ト
を
借
り
た
の
だ
。
頼
も
し

い
・
・
。
45
分
後
最
後
の
女
子
も

提
出
。
入
口
の
正
面
に
は
「
新
書

図
書
」
の
棚
、
そ
の
続
き
に
は
特

集
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
80
周
年
の

記
念
講
演
会
に
予
定
さ
れ
て
い
た

大
原
健
士
郎
先
生
（
24
回
生
）
の

著
書
23
冊
が
並
ん
で
い
る
。
「
森

田
療
法
」
を
継
承
し
た
大
原
先
生

の
、
語
り
か
け
る
よ
う
な
易
し
い

本
を
集
め
て
み
た
。
一
人
で
も
多

く
の
生
徒
が
、
先
輩
の
仕
事
に
触

れ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
そ
う

い
え
ば
、
昨
日
か
ら
小
村
先
生
の

高
1
倫
理
「
自
分
史
」
作
成
が
始

ま
っ
た
。
2
週
間
で
生
徒
達
は
仕

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
聞

の
縮
刷
本
や
年
鑑
類
が
大
活
躍
す

る
。
閲
覧
室
に
活
気
の
生
ま
れ
る

時
期
だ
。

3
時
限
目
終
了
の
ベ
ル
が
鳴
っ

た
。
誰
も
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
な

い
。
委
員
長
に
促
し
て
「
起
立
、

礼
」
で
終
了
。
私
も
、
英
作
の
プ

リ
ン
ト
を
森
本
先
生
の
机
に
届
け

る
た
め
に
席
を
立
っ
た
。

な
お
、
本
年
度
4
月
か
ら
、
本

校
の
図
書
館
業
務
は
全
て
機
械
化

さ
れ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
80
周

年
記
念
誌
に
掲
載
。

幹
事
長

岡
内
紀
雄
（
34
回
生
）

関
東
支
部
の
み
な
さ
ん
、
ご
機

嫌
い
か
が
で
す
か
。

高
知
で
は
8
月
5
日
（
土
）
、

高
知
新
阪
急
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

新
卒
75
回
生
を
含
む
多
数
の
同
窓

の
出
席
を
得
て
、
二
○
○
○
年
度

の
総
会
、
記
念
講
演
な
ら
び
に
懇

親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

総
会
で
は
、
本
部
な
ら
び
に
関

東
・
関
西
・
東
海
・
広
島
・
香
川

各
支
部
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
収

支
決
算
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。記

念
講
演
は
、
37
回
生
で
株
式

会
社
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
・

代
表
取
締
役
の
福
留
修
文
氏
に
よ

る
「
自
然
環
境
の
復
元
を
め
ざ
し

て
「
津
軽
・
下
北
か
ら
屋
久
島
へ

の
旅
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ス
ラ

イ
ド
の
影
像
を
使
っ
て
の
お
話
し

か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た

味
気
な
い
人
工
的
な
改
修
工
法
を

改
め
、
近
自
然
工
法
に
よ
っ
て
河

川
の
生
態
系
を
再
生
し
て
い
く
様

子
や
、
石
組
み
を
活
用
し
た
屋
久

島
の
登
山
道
の
修
復
過
程
が
良
く

判
り
ま
し
た
。
人
と
自
然
の
共
存

が
重
視
さ
れ
て
い
る
今
日
、
福
留

さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

懇
親
会
は
、
森
田
校
長
を
は
じ

め
多
数
の
懐
か
し
い
先
生
方
を
交

え
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の
溌

剌
と
し
た
司
会
進
行
の
も
と
、
永

年
同
窓
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
本
部
な
ら
び
に
各
支
部
の
役

員
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
、
新

旧
同
胞
、
杯
を
交
し
つ
つ
、
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
応
援
歌
を

合
唱
、
創
立
80
周
年
を
迎
え
た
母

校
に
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
5
年
ぶ
り
に
会
員
名

簿
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
が
、
同

窓
の
み
な
さ
ん
に
は
現
況
調
査
や

広
告
の
掲
載
に
多
大
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
協
力
金
に

つ
き
ま
し
て
も
、
よ
ろ
し
く
ご
高

配
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
出
版
「
薫

先
生
」
の
購
読
も
合
わ
せ
て
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
（
21
世
紀
幕
開
け
）
の
総

会
は
、
8
月
4
日
（
土
）
に
開
催

い
た
し
ま
す
。
関
東
支
部
の
み
な

( 5 )

本

部

だ

よ

り

岡村同窓会長のご挨拶

関東支部からは市川新幹事長が出席



さ
ん
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

わ
か
し
ゃ
ち
編
集
担
当

内
山
順
子
（
35
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
様
、
お
元
気
で

す
か
。

二
○
○
○
年
を
振
り
返
る
と
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
は
読
売
巨
人
軍
の
日
本

一
と
い
う
こ
と
で
終
了
し
、
関
東

地
方
に
は
い
ろ
い
ろ
波
及
効
果
も

あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち

ら
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
セ
・
リ
ー

グ
2
位
で
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
で
の
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
と
り

わ
け
女
性
の
活
躍
が
目
立
っ
た
気

が
し
ま
す
。
土
佐
の
は
ち
き
ん
も

ど
ん
ど
ん
台
頭
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

災
害
と
い
う
こ
と
で
い
い
ま
す

と
、
9
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け

て
の
豪
雨
で
、
愛
知
県
は
た
い
へ

ん
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
百
年

に
一
度
と
想
定
さ
れ
た
時
間
降
雨

量
百
ミ
リ
が
簡
単
に
突
破
さ
れ
、

あ
ち
こ
ち
で
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ

だ
し
、
決
壊
し
、
た
く
さ
ん
の
家

が
浸
水
し
ま
し
た
。
水
に
浸
か
っ

た
ら
、
車
も
家
屋
も
家
財
道
具
も

使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。。

失
わ
れ
た
物
の
被
害
と
、
ゴ
ミ
と

な
っ
て
残
さ
れ
た
物
の
始
末
と
い

う
被
害
と
・
・
。
今
年
中
に
は
ど

う
も
片
付
か
な
い
で
し
ょ
う
。
都

会
生
活
は
も
ろ
い
も
の
。
雨
の
中

で
私
は
、
こ
ん
な
川
柳
を
つ
ぶ
や

い
て
い
ま
し
た
。

突
然
と
い
う
人
生
を
繰
り
返
す

和
尾

し
か
し
突
然
で
な
い
人
生
も
あ

り
ま
す
。
東
海
支
部
の
支
部
長
大

高
坂
秀
雄
氏
は
、
名
前
に
ご
記
憶

の
方
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、
南

北
朝
時
代
の
大
高
坂
城
主
・
大
高

坂
松
王
丸
の
直
系
の
ご
子
孫
。
こ

の
た
び
高
知
市
役
所
前
の
記
念
碑

の
前
で
、
没
後
六
百
六
十
年
祭
を

主
催
さ
れ
ま
し
た
。
変
化
の
激
し

い
世
の
中
で
す
が
、
続
い
て
い
る

歴
史
と
か
伝
統
と
か
は
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。

土
佐
高
の
歴
史
も
80
年
。
伝
統

の
な
か
に
進
取
の
精
神
を
育
む
私

た
ち
の
母
校
は
、
あ
ら
た
な
世
紀

へ
と
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

幹
事

鎌
田
振
吉
（
41
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
様
、
ご
機
嫌
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
い
さ
さ
か
、

旧
聞
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
末
の

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
の
土
佐

高
試
合
応
援
の
際
は
、
た
い
へ
ん

お
世
話
に
な
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
関
西
支
部
で
は
、
永

野
支
部
長
以
下
、
11
月
の
会
報

「
な
ん
ぷ
う
」
の
発
刊
、
来
年
1

月
13
日
（
土
）
の
関
西
支
部
新
年

総
会
の
開
催
に
向
け
て
、
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
秋
か

ら
、
ド
メ
イ
ン
を
取
得
し
（http
://tosa-ko.org/kansai/

）
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
内
容
の
充
実
は
、
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
先
輩
格
の
関
東
支
部
に
追
い

つ
け
追
い
越
せ
を
合
い
言
葉
に
、

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
期

待
？
下
さ
い
。

同
窓
会
活
動
と
い
う
と
、
恐
ら

く
い
つ
の
時
代
も
、
若
い
人
の
関

心
が
薄
い
の
で
し
ょ
う
が
、
地
球

温
暖
化
と
同
様
、
年
々
、
求
心
力

が
失
わ
れ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
母
校
の
学
業
成
績

の
不
振
は
今
に
始
ま
っ
た
話
で
は

な
い
の
で
す
が
、
嘗
て
の
よ
う
に

文
武
両
道
を
誇
れ
な
く
な
っ
た
点

も
、
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
？
話

し
は
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
、
こ
の

夏
の
高
校
野
球
は
、
本
当
に
惜
し

か
っ
た
。
甲
子
園
の
地
元
で
あ
る

関
西
支
部
と
し
て
は
、
母
校
の
甲

子
園
出
場
以
上
の
朗
報
は
あ
り
ま

せ
ん
。
8
回
裏
に
は
、
密
か
に
快

哉
を
あ
げ
て
、
「
こ
れ
で
、
な
ん

ぷ
う
の
原
稿
は
で
き
た
！
」
と
か
、

「
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
席
に
土
佐

弁
が
戻
っ
て
く
る
！
」
と
か
、
い

ろ
ん
な
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
9

回
の
攻
防
に
息
を
潜
め
た
の
に
・

・
・
あ
〜
あ
。
関
西
支
部
の
野
球

部
の
消
息
通
の
話
し
で
は
、
「
こ

れ
で
、
当
分
、
甲
子
園
は
遠
い
」

ら
し
い
で
す
。

大
阪
に
出
て
き
て
か
ら
、
は
や

35
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
、
あ
れ
程
た
く
さ
ん
い
た
土
佐

の
先
輩
・
後
輩
達
も
、
い
つ
の
間

に
か
周
囲
に
は
殆
ど
居
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
久
し
ぶ
り

で
学
生
の
中
に
、
後
輩
を
発
見
し

た
時
の
喜
び
は
、
ひ
と
し
お
で
す
。

い
や
は
や
、
情
け
な
い
と
言
う
べ

き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

先
輩
・
後
輩
を
繋
ぐ
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
、
ま
た
、
忙
し
い
毎
日
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
同
窓
の
方
々
に
も
、

関
西
支
部
の
活
動
が
見
え
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
は
重
要
と
思
い
ま

す
。
気
に
な
る
の
は
、
こ
の
分
野

の
話
し
に
な
る
と
、
見
え
て
く
る

の
が
母
校
及
び
同
窓
会
本
部
の
消

極
性
と
云
う
世
間
の
噂
で
す
。
ま

る
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社
会
に

抵
抗
す
る
従
来
の
日
本
型
社
会
構

造
（
某
政
党
と
は
云
い
ま
せ
ん
が
）

と
い
っ
た
構
図
で
す
。
そ
も
そ
も
、

関
西
支
部
で
ド
メ
イ
ン
を
取
得
す

る
こ
と
自
体
、
へ
ん
な
話
し
で
、

何
故
、
同
窓
会
全
体
で
考
え
な
い

の
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、

そ
う
し
な
い
と
先
に
は
進
め
な
い
、

と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
少
な
く

と
も
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
限
り
、

関
西
支
部
に
し
て
も
、
関
東
支
部

に
し
て
も
、
嘗
て
の
脱
藩
浪
士
の

集
ま
り
、
み
た
い
な
も
ん
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

最
後
に
、
二
○
○
○
年
関
西
支

部
活
動
報
告
を
挙
げ
て
、
支
部
便

り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

00
年
1
月
15
日

関
西
支
部
新
年

総
会
。
会
場
：
新
阪
急
ホ
テ
ル

「
星
・
月
の
間
」
。
出
席
者
：
来

賓
7
名
を
含
む
1
2
2
名
。
来

賓
を
代
表
し
て
岡
村
会
長
か
ら
祝

辞
を
頂
く
。
母
校
代
表

森
本
教

頭
は
今
年
の
進
学
率
の
話
を
さ
れ

た
。

1
月
22
日

広
島
支
部
総
会
（
広

島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
中
山
事

務
局
長
出
席
。

5
月
20
日

東
海
支
部
総
会(

い

わ
園)

永
野
支
部
長
出
席
。

5
月
27
日

関
東
支
部
総
会
（
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
）
竹
下
幹
事
長
出
席
。
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7
月
1
日

香
川
支
部
総
会
（
ニ
ュ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
）
竹
下
幹

事
長
出
席
。

8
月
5
日

高
知
本
部
総
会(

高

知
新
阪
急
ホ
テ
ル)

川
崎
副
支

部
長
、
竹
下
幹
事
長
出
席
。

11
月
中
旬

な
ん
ぷ
う
21
号
発
行

予
定
。
総
会
案
内
状
と
共
に
会
員

一
四
○
○
名
に
発
送
予
定
。

01
年
1
月
13
日
（
土
）
関
西
支
部

新
年
総
会
。
19
時
開
宴
、
21
時
30

分
閉
会
。
会
場
：
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
大
阪
4
階

ザ
・
リ
ッ

ツ
カ
ー
ル
ト
ン
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

(

ザ
・
ウ
エ
ス
ト
ル
ー
ム
と
ザ
・

セ
ン
ト
ラ
ル
ル
ー
ム)

。
（06

）66
343-7000

。
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
長

沖

修
一
（
40
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
今
年
の
広
島
は
カ
ー
プ
も
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
も
冴
え
な
い
成
績

で
し
た
が
、
同
窓
会
広
島
支
部
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
目
下
の
と
こ

ろ
、
平
成
12
年
11
月
25
日
に
行
わ

れ
ま
す
広
島
支
部
総
会
の
準
備
に

向
け
多
忙
な
日
々
で
す
。

広
島
支
部
の
支
部
会
報
「
青
春
」

は
10
号
を
広
島
支
部
総
会
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
の
編
集
も
終
わ
り
、

出
来
上
が
り
を
待
つ
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
「
青
春
」
はIllust

rator

を
使
用
し
てMacintosh

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
成
し
て
お
り
、

写
真
も
フ
ル
カ
ラ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
試
み
と
し
て
同
窓

生
で
広
島
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま

す
方
々
を
中
心
に
、
無
理
を
お
願

い
し
ま
し
て
有
料
で
広
告
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
広
告
も
出
来

る
限
り
フ
ル
カ
ラ
ー
で
作
成
致
し

ま
し
た
。
関
東
支
部
の
方
々
で
広

島
支
部
の
支
部
会
報
「
青
春
」
に

美
し
い
フ
ル
カ
ラ
ー
の
広
告
を
出

し
て
も
良
い
と
お
考
え
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
大
歓
迎
致

し
ま
す
の
で
、
是
非
広
島
支
部
事

務
局
の
方
に
御
連
絡
下
さ
い
。

広
島
県
の
尾
道
市
と
愛
媛
県
の

今
治
市
を
結
ぶ
「
し
ま
な
み
海
道
」

の
開
通
以
後
は
殆
ど
め
ぼ
し
い
変

化
の
な
い
広
島
で
す
が
、
来
年
は

待
望
の
広
島
市
内
か
ら
羽
田
ま
で

を
往
復
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
便
が
開
通

し
そ
う
で
す
。
現
在
の
広
島
空
港

は
広
島
か
ら
高
速
道
路
（
山
陽
自

動
車
道
）
を
通
っ
て
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
約
1
時
間
、
自
家
用
車
で
40

分
ほ
ど
東
に
行
っ
た
所
に
あ
り
、

実
は
大
変
不
便
な
思
い
を
し
て
い

ま
す
。
広
島
に
は
広
島
空
港
と
は

別
に
広
島
市
内
の
真
ん
中
の
海
岸

よ
り
の
所
に
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
専

用
の
広
島
西
飛
行
場
（
ヒ
コ
ー
ジ
ョ
ー

と
い
う
響
き
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

で
良
い
で
す
ね
）
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
飛
行
場
か
ら
百
人

乗
以
下
で
小
さ
く
て
騒
音
の
少
な

い
ジ
ェ
ッ
ト
を
羽
田
に
飛
ば
そ
う

と
い
う
計
画
で
す
。
広
島
西
飛
行

場
は
広
島
市
の
繁
華
街
か
ら
市
内

バ
ス
で
20
分
程
度
、
タ
ク
シ
ー
で

10
分
程
度
の
所
に
あ
り
、
大
変
便

利
で
す
。
ち
な
み
に
拙
宅
か
ら
は

自
家
用
車
で
約
10
分
で
着
き
ま
す
。

広
島
西
飛
行
場
と
羽
田
の
間
に
小

さ
な
ジ
ェ
ッ
ト
が
飛
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
す
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

エ
ア
バ
ス
な
ど
の
大
型
ジ
ェ
ッ
ト

が
飛
ん
で
い
る
広
島
空
港
と
羽
田

間
の
客
が
減
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
計
画
に
は
反
対

も
あ
り
ま
す
が
、
要
望
は
非
常
に

強
く
、
か
な
り
の
確
率
で
実
現
し

そ
う
で
す
。
こ
う
な
り
ま
す
と
関

東
支
部
の
方
々
も
広
島
に
楽
に
来

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
冬
に
か
け
て
広
島

は
食
通
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
季

節
に
な
り
ま
す
。
瀬
戸
内
で
と
れ

る
新
鮮
な
は
げ
（
か
わ
は
ぎ
）
の

肝
（
き
も
）
と
唐
辛
子
と
わ
さ
び

で
あ
え
た
醤
油
で
食
べ
る
刺
身
の

異
様
な
う
ま
さ
は
、
忘
れ
ら
れ
な

い
舌
の
記
憶
と
し
て
残
り
ま
す
。

関
東
支
部
の
方
々
と
広
島
で
お
会

い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

幹
事

熊
野

貴
麿
（
40
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。。

香
川
支
部
で
は
、
今
年
の
7
月
1

日
に
恒
例
の
総
会
な
ら
び
に
懇
親

会
を
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
近
く
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
母
校
か
ら
土

居
徹
先
生
を
は
じ
め
、
同
窓
会
本

部
な
ら
び
に
各
支
部
か
ら
多
数
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
東
支

部
か
ら
も
、
市
川
幹
事
長
に
出
席

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
9
回
生
か
ら
75

回
生
ま
で
総
勢
50
名
の
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
盛
大
な
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
支
部

役
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
総
会
の
大
き
な
話
題
は
、、

事
務
局
の
設
置
と
香
川
支
部
名
簿

の
作
成
で
し
た
。
香
川
支
部
で
は
、、

本
会
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、、

発
足
当
初
の
体
制
の
見
直
し
を
行

い
、
今
回
新
た
に
本
部
・
他
支
部

と
の
窓
口
と
な
る
事
務
局
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、、

か
ね
て
よ
り
当
支
部
の
懸
案
で
あ
っ

た
支
部
名
簿
に
つ
い
て
は
、
同
窓

会
本
部
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様

の
絶
大
な
ご
支
援
に
よ
り
完
成
し
、

総
会
の
場
で
会
員
の
皆
さ
ん
に
配

布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

今
年
の
夏
の
暑
さ
も
ピ
ー
ク
だ
っ

た
頃
、
丁
度
8
月
の
上
旬
に
、
親

し
く
付
き
合
っ
て
い
る
大
手
出
版

社
の
女
性
編
集
者
か
ら
、
突
然
東

カ
ナ
ダ
へ
の
旅
の
お
誘
い
を
受
け
、

成
田
か
ら
ト
ロ
ン
ト
、
ケ
ベ
ッ
ク

を
経
由
し
、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー

ド
島
ま
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

旅
の
楽
し
さ
は
言
う
ま
で
も
な
く

一
言
で
は
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
旅
の
行
動
日
程
は

濃
く
詰
ま
っ
て
い
て
、
「
カ
ナ
ダ

か
ら
の
手
紙
」
は
友
人
の
半
分
に

し
か
投
函
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
目
や
耳
に
刻
ま
れ
た
街
の
灯

り
、
風
の
匂
い
、
草
木
の
ざ
わ
め

き
、
新
し
い
友
人
達
・
・
・
こ
れ

ら
の
記
憶
は
、
き
っ
と
私
を
リ
チ
ャ
ー

ジ
し
、
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
も
う
一
度
、

訪
ね
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
東
カ

ナ
ダ
の
空
と
太
陽
の
輝
き
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
東

支
部
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

香
川
支
部
か
ら
の
近
況
報
告
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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土
佐
高
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
か
ら

立立立
山･

黒
部
ア
ル
ペ
ン
旅
行
の
案

内内内
状
が
届
い
て
か
ら
暫
く
し
て
、

同同同
期
の
中
島
君
か
ら
電
話
が
か
か
っ

ててて
き
た
。｢

今
度
の
立
山
は
登
山

組組組
と
ハ
イ
キ
ン
グ
組
に
分
か
れ
る

ががが
、
お
ま
ん
は
富
士
山
に
も
登
っ

たたた
き
、
一
緒
に
立
山
に
も
登
ろ
う

よよよ｣

私
も
二
つ
返
事
で
オ
ー
ケ
ー

ししし
た
。
3
年
前
の
富
士
登
山
で
何

ととと
か
頂
上
ま
で
辿
り
つ
く
こ
と
が

で
き
た
あ
の
時
の
爽
快
感
を
思思思
いい

だ
し
、
今
度
行
く
な
ら
絶
対
登登登
るる

と
の
気
持
を
強
く
抱
い
た
。

7
月
14
日
夜
10
時
過
ぎ
総
勢勢勢
2299

人
を
乗
せ
た
貸
切
バ
ス
は
新
宿宿宿
をを

出
発
、
関
越
か
ら
北
陸
道
に
入入入
りり

朝
5
時
過
ぎ
に
は
立
山
駅
に
到到到
着着

し
た
。
登
山
組
は
私
を
含
め
7
人人人
、、

残
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
組
よ
り
一一一
足足

早
く
6
時
過
ぎ
ケ
ー
ブ
ル
と
登登登
山山

バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
残
雪
の
盛盛盛
土土

を
見
な
が
ら
登
山
の
出
発
点
ででで
ああ

る
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
降
り
たたた
。。

梅
雨
前
線
の
影
響
で
小
雨
交交交
じじ

り
の
や
や
肌
寒
い
感
じ
で
あ
っっっ
たた

が
皆
登
る
と
い
う
。
男
性
は
同同同
期期

の
中
島
、
沢
田
の
両
君
、
女
性性性
はは

浜
松
か
ら
来
た
同
期
の
下
村
さささ
んん
、、

55
回
生
の
金
澤
さ
ん
と
そ
の
同同同
僚僚
、、

70
回
生
の
野
町
さ
ん
の
7
人
。。。
皆皆

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
登登登
山山

合
羽
で
完
全
武
装
、
私
だ
け
セセセ
ーー

タ
ー
、
綿
の
ズ
ボ
ン
の
上
か
ららら
ゴゴ

ル
フ
の
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
ー
で
運運運
動動

靴
の
軽
装
で
あ
る
。

8
時
過
ぎ
に
出
発
、
し
ば
ららら
くく

私
が
先
頭
に
立
ち
緩
や
か
な
雪雪雪
渓渓

を
踏
み
し
め
な
が
ら
歩
い
て
いいい
くく

と
息
が
切
れ
て
き
て
野
町
さ
んんん
、、

中
島
君
に
先
を
譲
り
ゆ
っ
く
りりり
進進

む
。
後
は
沢
田
君
等
が
続
く
。
1

時
間
余
で
中
腹
の
一
の
越
山
荘
に

着
い
た
時
は
雨
足
が
少
し
強
く
な

り
視
界
も
狭
く
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
勾
配
の
急
な
岩
と
岩
と
の
間

を
縫
う
よ
う
に
進
む
。
先
頭
の
野

町
さ
ん
は
上
智
大
学
山
岳
部
の
出

身
だ
け
あ
り
ど
ん
ど
ん
登
る
。
続

い
て
若
い
金
澤
さ
ん
と
そ
の
同
僚
、、

55
歳
を
過
ぎ
た
同
期
の
4
人
は
ど

う
し
て
も
遅
く
な
り
、
小
休
止
を

繰
り
返
す
。
ど
う
に
か
こ
う
に
か

頂
上
の
神
社
に
辿
り
着
い
た
時
は

本
格
的
な
雨
と
な
り
、
風
も
一
段

と
強
く
な
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く

神
社
の
中
で
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
っ

て
い
た
が
風
雨
が
激
し
く
な
っ
て

き
た
の
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
直

ぐ
帰
る
こ
と
に
し
た
。

野
町
さ
ん
を
先
頭
に
降
り
て
い

く
が
寒
さ
と
突
風
で
な
か
な
か
思

い
通
り
進
め
な
い
。
膝
が
硬
く
な

り
時
々
足
を
取
ら
れ
る
。
足
を
ま
っ

す
ぐ
下
し
た
つ
も
り
が
膝
が
か
じ

か
ん
で
横
に
流
れ
る
。
岩
に
手
を

つ
き
、
滑
る
よ
う
に
足
を
動
か
す

動
作
を
繰
り
返
し
や
っ
と
の
思
い

で
一
の
越
山
荘
に
戻
っ
た
。
小
休

止
の
後
緩
や
か
な
雪
渓
を
下
っ
て

い
く
が
、
雨
で
雪
が
と
け
た
後
寒

さ
で
固
く
凍
っ
て
お
り
、
時
々
足

を
滑
ら
す
。
運
動
靴
の
私
に
中
島

君
が
ス
ト
ッ
ク
を
貸
し
て
く
れ
た
。。。

雨
足
は
ど
ん
ど
ん
激
し
く
な
り
視

界
は
10
米
位
か
と
感
じ
ら
れ
る
程

度
ま
で
し
か
見
え
な
い
。
途
中
室

堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
方
向
が
分
か

ら
な
く
な
り
、
す
れ
違
う
登
山
者

に
道
を
尋
ね
な
が
ら
全
員
無
事
帰

還
で
き
た
。
皆
全
身
ず
ぶ
濡
れ
で

あ
る
。
特
に
ゴ
ル
フ
の
レ
イ
ン
ウ
ェ

ア
を
脱
い
だ
私
は
セ
ー
タ
ー
、
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
、
靴
の
中
ま

で
濡
れ
て
い
た
。
着
替
え
は
最
初

の
貸
切
バ
ス
の
中
に
置
い
て
き
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
体
温
で
乾
か
す

よ
り
他
に
な
い
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

喫
茶
室
で
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
と
甘

酒
を
頼
み
昼
食
の
弁
当
を
食
べ
た

時
も
寒
さ
で
ガ
ク
ガ
ク
震
え
た
。

し
ば
ら
く
経
ち
半
乾
き
に
な
っ

て
か
ら
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
に
乗
り
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
天
気
で
あ
れ

ば
黒
部
ダ
ム
が
一
望
で
き
た
で
あ

ろ
う
大
観
望
の
地
上
80
米
の
大
ケ
ー

ブ
ル
を
楽
し
み
、
ま
る
で
炭
坑
の

中
に
下
っ
て
い
く
の
か
と
感
じ
ら

れ
る
ト
ロ
ッ
コ
ケ
ー
ブ
ル
を
乗
り

( 8 )

雨
の
立
山
登
山

第第第第
４４４４
回回回回
土土土土
佐佐佐佐
高高高高
ハハハハ
イイイイ
クククク
のののの
会会会会

西

内

弘
（
38

回
生
）


